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各種申し込み・問い合わせ
(いずれも休祝日のぞく)
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報道部

が
ん
と
闘
い
な
が
ら
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う

社
会
保
険
労
務
士
が
患
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取

り
組
み
が
昨
秋
、
初
め
て
県
内
の
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
五
施
設
で
始
ま
っ
た
渇
一
国
の
肝
い

り
事
業
だ
が
、
開
始
後
半
年
間
の
相
談
件
数
が

わ
ず
か
|
件
に
と
ど
ま
る
病
院
も
あ
り
、
周
知

不
足
を
指
摘
す
る
声
も
あ
る
。
 
(
井
上
真
典
)

PRに課題件数伸びず

が
ん
患
者
の
三
人
に
一
入
に
一
度
、
社
労
士
が
来
て
患

が
二
十
～
六
十
四
歳
の
働
く
者
の
相
談
に
乗
っ
て
い
る
。

世
代
(
厚
生
労
働
省
統
計
)
県
立
中
央
病
院
は
社
労
士
と

で
、
唐
療
と
仕
事
の
両
立
は
の
電
話
相
談
の
み
受
け
幡
け

大
き
な
課
題
だ
。
厚
労
省
は
て
い
る
。
県
に
よ
る
と
、
今

が
ん
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
年
三
月
末
時
点
で
相
談
人
数

る
社
会
を
目
指
し
た
支
援
事
は
延
べ
六
十
一
人
(
五
施
設

業
と
し
て
「
第
二
期
が
ん
対
の
内
訳
は
別
表
参
照
)
。

策
推
進
基
本
計
画
」
の
重
点

小
松
市
民
病
院
の
医
療
ソ

事
項
と
位
置
付
け
る
。

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
(
M
S

県
内
で
は
、
金
沢
大
付
属
 
W
)
の
久
村
和
穂
さ
ん
(
四
一
一
)

病
院
、
金
沢
医
療
セ
ン
タ
は
「
が
ん
で
会
社
を
ク
ピ
に

ー
、
会
沢
医
科
大
病
院
、
小
な
り
そ
う
と
の
相
談
を
受

松
市
民
病
院
の
四
施
設
で
週
け
、
休
日
に
専
門
書
を
読
み

小松支局

白山支局

七尾支局

局

局

局

部

部

部

部

部

部

部

信

信

信

信

信

信

信

信

信

信

通

通

通

通

通

通

通

通

通

通

賀

島

咋

幡

来

美

洲

水

登

賀

加

輸

羽

‾

津

鶴

能

珠

穴

能

志

思
う
入
が
多
い
が
、
辞
め
な

く
て
も
い
い
場
合
は
多
い
」

と
訴
え
る
。

し
か
し
、
多
く
の
病
院
で

課
題
に
挙
げ
た
の
が
P
R
不

足
。
相
談
件
数
が
一
件
だ
つ

調
べ
た
が
限
界
が
あ
っ
た
」
患
者
に
も
応
用
で
き
る
」
と
た
県
立
中
央
病
院
で
は
「
病

と
無
力
感
を
感
じ
た
こ
と
も
期
待
す
る
。
市
民
病
院
を
担
棟
に
し
か
案
内
文
を
掲
示
し

あ
っ
た
が
、
制
度
導
入
で
当
す
る
社
労
士
吉
田
優
さ
ん
て
い
な
か
っ
た
。
外
来
の
あ

「
分
か
ら
な
い
こ
と
が
す
ぐ
 
(
ニ
]
Q
は
「
病
気
だ
と
会
社
を
る
院
内
に
も
張
り
た
い
」
と

相
談
で
き
、
ほ
か
の
病
気
の
辞
め
在
け
れ
ば
い
け
な
い
と
話
す
。
金
沢
大
付
属
病
院
は

相
談
者
を
増
や
す
た
め
先

月
、
身
近
に
患
者
と
接
し
、

夢

制
度
を
紹
介
し
や
す
い
看
護

師
石
三
十
人
を
集
め
て
学
習

会
を
開
い
た
。

拠
点
病
院
の
就
労
支
援
に

予
算
を
計
上
す
る
県
に
つ
い

て
、
拠
点
病
院
の
担
当
者
は

「
県
に
P
R
を
要
望
し
た
が

反
応
は
な
か
っ
た
。
県
の
が

ん
対
策
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

制
度
の
こ
と
が
載
っ
て
い
な

一
一
い
」
と
不
満
を
こ
ぼ
す
。
県

は
「
P
R
す
べ
く
今
後
は
努

力
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話

す
。
厚
労
省
の
担
当
者
は
、
事

業
の
認
知
不
足
に
つ
い
て

「
ま
だ
昨
年
度
の
報
告
が
ま

と
ま
っ
て
な
く
、
手
探
り
で

す
」
と
話
し
、
行
政
と
病
院

が
一
丸
と
な
っ
た
体
制
づ
く

り
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

小
松
市
民

病
院
金
沢
医
科

大
学
病
院

電
話
胚
式
1

'
中
央
病
院

金
沢
大
学

付
属
病
院

対
面
形
式

社
労
士
の
吉
田
優
さ
ん
穰
と
患
者
の
打
ち
合
わ
せ
を
す

る
M
S
W
の
久
村
和
穂
さ
ん
侮
ら
目
小
松
市
民
病
院
で

顯
円
一
ん
対
策
の
基
本
的
方
向
を
定
め
る

が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
が

も
の
で
、
5
年
ご
と
に
見
直
し
て
い
る
。

2
0
0
7
年
か
ら
の
エ
期
目
で
は
、
生

存
率
向
上
を
目
標
に
掲
げ
、
死
亡
率
を
減

少
さ
せ
た
。
捻
年
か
ら
托
年
ま
で
を
第
2

期
と
し
て
、
「
働
く
世
代
の
が
ん
対
策
の

充
実
」
を
初
め
て
盛
り
込
ん
だ
。
就
労

に
関
す
る
総
合
支
援
事
業
と
し
て
年
2
億

円
の
予
算
を
計
上
し
、
全
国
の
拠
点
病
院

3
9
7
施
設
の
約
3
割
が
手
を
挙
げ
て
い

る
。

金
沢
で
一

民
主
党
県
連

会
が
二
十
六
旧

内
の
ホ
テ
ル
乏

に
発
足
さ
せ
、

の
連
合
石
川
此

擁
立
に
取
り
2
8

決
ぬ
た
ほ
か
、

了
承
し
た
。

代
表
続
投
央

藤
和
也
元
衆
縢

雪解け春山白い花園

8年にわたる石川門の修理が完了し、テープカットで祝う谷本正憲

知県(右から4人目)ら記念式典の出席者=会沢市の会択城公園で

/iiij 攣

(第3種郵便物認可)

15・・1

o

5
0

--J 4

8年がかり
石川門修理澗閂溜

金
沢
城
の
シ
ン
ボ
ル
で

国
重
要
文
化
財
の
石
川
門

の
修
理
が
完
了
し
、
金
沢

城
公
園
内
で
二
十
大
目

記
念
式
典
が
開
か
れ
怨
・

半
世
紀
ぶ
り
と
な
る
「
平

成
の
大
修
理
」
で
、
八
年

か
け
て
塀
を
中
心
に
手
を

入
れ
た
。

石
川
門
は
河
北
門
、
復

元
中
の
橋
爪
門
と
と
も
に

城
の
「
三
御
門
」
の
一
つ
。

一
七
八
八
(
天
明
八
)
年
に

再
建
さ
れ
た
。
左
右
の
太

鼓
塀
は
一
八
四
八
(
弘
化

五
)
 
年
に
修
理
さ
れ
た
姿

で
残
る
。
今
回
の
事
業
は

二
〇
〇
六
年
度
に
始
め
、

二
百
四
十
肩
に
わ
た
る
塀

を
解
体
し
て
修
理
。
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
斜
め

だ
っ
た
支
柱
を
、
幕
末
当

時
の
よ
う
に
木
製
の
柱
を

垂
直
に
立
て
る
形
に
し

た
。
表
門
は
全
体
を
ジ
ャ

ッ
キ
で
持
ち
上
げ
、
腐
っ

て
い
た
柱
の
軋
元
を
補
修

し
た
。
総
工
費
は
八
億
円
。

式
典
で
谷
本
正
憲
知
事

は
「
石
川
門
は
金
沢
の
歴

史
と
伝
統
、
文
化
の
象
徴

で
、
後
世
に
伝
え
る
の
は

私
た
ち
の
使
命
。
国
内
外

の
多
く
の
人
に
来
て
も
ら

え
た
ら
」
と
あ
い
さ
つ
。

い
っ
た
ん
閉
め
た
表
門
の

前
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
し
、

谷
本
知
事
の
「
開
門
」
'
の

掛
け
声
で
開
け
る
趣
向
も

あ
り
、
多
く
の
人
た
ち
が

カ
メ
ラ
を
向
け
て
い
た
。

(
日
下
部
弘
太
)

|

五
、
六
歳
Ω

世
界
最
大
の
カ
メ
公
匪

(
甲
羅
の
監

い
し
か
わ
動
物
園
「
か
わ
い
い
」
好
佳

督
と
五
一
壁

も
性
別
は
王

い
し
か
わ
動
物
園
 
(
能

界
最
大
の
リ
ク
ガ
メ
「
ア
さ
れ
る
。
ふ
れ
あ
い
広
場
ド
洋
の
ア
丑

美
市
)
で
二
十
六
日
、
世

ル
ダ
ブ
ラ
ゾ
ウ
ガ
メ
」
の
で
公
開
さ
れ
た
の
ば
十
に
生
息
。
浬

一
般
公
開
が
始
ま
っ
た
。

同
園
に
濡

十
月
ご
ろ
ま
で
屋
外
展
示
ダ
ブ
ラ
ゾ
位


